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ソ連文学に映ったアメリカの表象をめぐって 
 














ポダルコ氏によれば「1917 年末から 1921 年末（当時のロシア国内戦争の終了）までの 4 年間
に、10 月革命以前の支配階級に属する資本家、地主、貴族および内戦期に白衛軍に参加した将
校、兵士さらには商人や一部の知識人、彼らの家族などが亡命者となり、その総数は 200 万人








 しかし、1970 年代 80 年代に訪れた第三の波と呼ばれるソビエト連邦から西側諸国への亡命
の流れは、第一の波、第二の波と異なる特徴を示し、ヨーロッパのみならず、イスラエルやア
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4 当時のニューヨークでどれほどの亡命ロシア人が文化活動を行っていたかは、写真家ヴォルコワが撮っ
た肖像に、ドヴラートフがエピソード的アネクドートを添えて出版した写真エッセイ集『ブロツキーだけ
じゃない «Не только БРОДСКИЙ»』に詳しい。 
5 ロシア文学者であった木村浩氏は 1960－70 年代のソ連での作家たちとの交流、その当時の文化的状況を
『文学的ソビエト論』の中で語っている。この著書には「文化的雪どけの現状」（p.46-57）と題する章も
あるが、内容はソ連国内の文学における政治的イデオロギーの緩和に関する現状が書かれている。 
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 まず、エセーニンは 1922 年に、アメリカ人でモダンダンスの祖といわれる有名なダンサー、
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8 Безруков, Виталий. «Есенин». СПб. 2006. / Инин, Аркадий и Павловская, Наталия. «Маяковский. 
Два дня». Москва. 2011. 


























とった。ロシアへの初訪問は 1991 年になってのことだった。 
モスクワ、4 月 4 日－RIA ノーヴォスチ。詩人ウラジーミル・マヤコフスキーの一人娘で
あるヘレン・パトリシア・トンプソンがニューヨークにおいて 89 歳で死去した。これにつ
いてはマヤコフスキー国立博物館が Facebook のページで報じている。 
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2016 
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  ペトロフは 
      カプランに 
         呼び止められた 
  ズボンは 
      継ぎがあたっている 
            バルカンの地図のように 
  「わたしはあなたに 
      サー*、 
        とりたいのです、アポイントメント*を 
   ご存知でしょう 
      おそらく、 
        わたしのアパートメント*を 
   …［中略］… 
  来てください 
       セブン・オクロック*きっかりに 
  話しましょう 
    町でのニュースについて 
  そして過ごしましょう 
        モスクワ風に夕べを 
                                                          
13 Маяковский, Владимир. «Стихи об Америке». 1915. 
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15 Маяковский, Владимиа. «Американские русские». 1925. 
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…［中略］…」 
   ミスター*・ペトロフは 
        ウエスト*に行った 
   ミスター*・カプランは 
        イースト*に 
     …［中略］… 
   まさにこのアメリカで 
         さわいでいるのは 
   大勢の 
      荒れ狂った国民だ 
   もし 
      オデッサが オデッサ・ママなら 
   ニューヨークは 








































































    アンドレイ・ヴォズネセンスキー 
 
   あるアメリカの文学クラブに 
  アンドレイ・ヴォズネセンスキーが招待された。彼は 
  詩を詠んだ。そのあと、ペレストロイカについて語った。 
  ほとんどどの詩を詠む前にも、こう指摘するのだった： 
  「ここで言及しているのは、わが親友アレン・ギンズバーグで 
  彼はこのホールに来ています！」 
  あるいは 
  「ここで言及しているのは、アーサー・ミラーで 
  彼はここに来ています！」 
  あるいは 
  「ここで言及しているのは、ノーマン・メイラーで 
  彼は後列に座っています！」 
  詩が終わった。真剣な政治的会話が始まった。 
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  ヴォスネセンスキーは申し出た。 
  「尋ねてください。質問をしてください」。 
  みな沈黙している。質問は上がらない。 
  彼はまた申し出た。「質問を 
  してください」。静寂。 
  ついに蒼白いアメリカ青年が 
  立ち上がった。 
  ヴォズネセンスキーは覚悟して彼の方へ 
  体を向けた。 
  「どうぞ。どんな質問でも、最も鋭い質問だろうと 
  してください。私は誠実に、勇気をもって、詳細に 
  あなたに答えましょう」。 
  若者はメガネを直すと、静かに尋ねた： 
  「すみません、ノーマン・メイラーはどこに 
  座っていらっしゃいますか？」 
 
ヴォズネセンスキーに特徴的なのは、アメリカ的な表象をふんだんに盛り込んだ詩作品の多








込んだ詩作を続けていった。さらに、続く 1964 年の詩集『反世界』21 の中にはマリリン・モン
ローとの出会いを回顧して、彼女のことを詠った「マリリン・モンローのモノローグ」という
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21 Вознесенский, Андрей, «Антимиры». Москва. 1964. 
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次のような詩が収められている： 
 
    マリリン・モンローのモノローグ 
   
   私はマリリン、マリリン 
             私はヒロイン 
  自殺とヘロインの。 
  私のダリアに焦がれるのはだれ？ 
  電話はだれと話し出したの？ 
  衣裳部屋でだれがシカ皮のきしむ音をたてているの？ 
  耐えられない、 
 
  恋しないことが耐えられない 
  ポプラの木立がないのが耐えられない、 
  自殺が耐えられない 
  けれど、生きることはもっと 
           耐えられない！ 
 
  売り込み。醜い顔。ボスは  去勢馬のようにいななく。 
  （私はマリリンを覚えている。 
  自動車が彼女を眺めて行った 
  百メートルの映画スクリーンで 
  聖書の空で、 
        大量の星のあいだに 
  つまらないコマーシャルとともに草原の上に 
  マリリンは息づいていた、 
        愛されていた… 
  …［中略］… 
 
  私は弱い女です。私になんとかできるでしょうか？ 
  もっとよく － 
        すぐに！ 
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もアメリカ的表象を内容・形式共に積極的に取り入れた人物である。ソ連でロック・オペラを
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本インタビューは Довлатов, Сергей. «…последняя книга…». СПб. 2000 に収録されている。 




















































体が 60 年代人の文体を決定した。 








 60 年代 70 年代はソ連にいながらにして、実は若者たちがさまざまなジャンルからアメリカ
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   「ロシア語で話してください！」 
  その結果、一部の現地住人はロシア語で話し始めるようになった。喫茶店の中国人は私に
こう挨拶する： 
   「おはよう、ソルジェニーツィン！」 
   （彼の場合「ソロゼニサ」となるのだが） 
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